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（敬称略・50音順）

おき もと えいか のお さと み

幼少の頃より、邦楽の道に入り、
筑紫樹音の会発足と同時に副
会長に就任され、県内外の各
種行事や慰問活動、学校での
体験教室の指導などに積極的に
参加されるとともに、後進の指導
にも熱心に取り組まれるなど今後
の活躍が大いに期待されます。

沖 本 歌 叡

邦楽／筑紫樹音の会
岩国ジャズバレエ研究会の前身
の団体より所属し、舞踊の技術
向上に熱心に取り組まれ、国民
文化祭、県・市の洋舞フェスティ
バル、会主催の舞台、パフォー
マンス等、県内外を問わず多く
の舞台に積極的に参加されるな
ど今後の活躍が大いに期待され
ます。

小 野 智 美

洋舞／岩国ジャズバレエ研究会

もと し せんふく

昭和57年入会以来、会の中枢
として運営に携わり、古典の研
究をもとに現代感覚に立脚した
創造性豊かな自己表現を目標に
感性の研鑽に努められる傍ら、
高校生への書道普及と技術向
上のため尽力されるなど今後の
活躍が大いに期待されます。

福 本 紫 泉

書道／岩国文化書道院

平成５年に科学センター館長に
就任され、同時に「天体クラブ」
を創設され、小中学校での出前
授業をはじめ、天体教室や観月
会などで地域の子供たちが天体
観測を体験する機会を提供して
こられました。また、「水辺の教室」
などを通じて、環境教育活動に
も熱心に取り組まれ、広く市民へ
の啓発、さらには指導者の育成
にも携わられ、自然科学・環境
教育の普及・啓発に大いに寄
与されました。

岸 村 　 進

もと いち ゆやま

た むら じゅん げん

役者として「劇団のんた」の舞
台に立ち、公演のプロデュースも
担当されながら、昭和50年から
事務局長に就任され、今年60
周年を迎えた劇団の運営にも多
年にわたり尽力してこられました。
さらに、岩国市文化協会部門理
事を24年間、山口県演劇協会
の事務局長も長年務められるな
ど、岩国市をはじめ、山口県の
舞台芸術の発展に大きく貢献さ
れました。

田 村 順 玄

多年にわたり、書道文化の普及
に貢献され、幼児から高校生、
さらには大学生から一般まで、
卓越した指導力を発揮され、書
道文化の素晴らしさを広め、地
域の文化芸術活動の振興に寄
与してこられました。
平成10年に日展初入選後、18
回の入選を数え、さらに数々の
書展において栄えある受賞実績
を有され、全国的に高い評価を
受けておられます。
　　　

山 本 一 遊

きし むら すすむ

岩国市文化功労賞受賞者

演劇

書道

自然科学

岩国市文化協会文化奨励賞受賞者



長年、創作活動に取り組まれ、全国公募展である独立展で独立
賞を受賞、その後も数々の展覧会に出品され、高い評価を受けて
おられます。さらに、後進の指導においても卓越した指導力を発揮
され、幅広い年齢層への美術の普及に努めてこられました。
美術への深い造詣を生かし、市内外での芸術振興に多年にわた
り尽力され、岩国市の文化の発展に大きく貢献されました。

昭和36年創立以来、水盤の上に自然を表現する盤景の文化を次
世代へ継承すべく59年にわたる活動の中で、各種文化行事に積
極的に参加されるなど、岩国市の文化の振興・発展に大きく貢献
されました。

しま ざき よう こ

島 崎 陽 子かん　  げん　    う      こん

長きにわたり剣詩舞道および創
作舞踊の指導者として後進の育
成に尽力される一方、剣詩舞道
を通じて地域の文化行事等にお
いて大いに活躍してこられまし
た。岩国地区をはじめ、山口県、
全国組織の役職等を歴任され、
広く岩国市の文化の振興・発展
に大きく貢献されました。

菅 源 右 近

吟剣詩舞／菅源流剣詩舞道岩国支部

まふじ しず こ

昭和55年に藤間流籐津会入会
以来、数多くの公演に積極的に
参加され、会の円滑な運営と発
展に努めてこられました。さらに
指導者として後進の指導・育成
に励まれるなど、岩国市の文化
の振興・発展に大きく貢献されま
した。

藤 間 浄 子

邦舞／藤間流籐津会

つ る ひろ こ

しょうみ こう

さんさいりゅうばん けいいわくにきん こうかい

だい

草笛短歌会創立以来、年3回
発行している会誌「草笛」の編
集責任者として、創刊28年通巻
80号の発刊に高い識見と熱意を
もって携わってこられました。また、
市内の小中学校の短歌教室で
指導されるなど、岩国市の文化
の振興・発展に大きく貢献されま
した。

都 留 宏 子

短歌／草笛短歌会

美術／スタジオ美の小径

昭和60年入会以来、各種いけ
ばな展への出展や、岩国基地
内におけるワークショップ、地域
行事などに積極的に参加され、
いけばなの普及と日米親善に尽
力されてきました。また、市内小
学校で指導をされるなど、岩国
市の文化の振興・発展に大きく
貢献されました。

御 庄 篁 代

華道／草月流岩国

華道

かわむら きょう こ

村 川 京 子

長きにわたり茶道教授として茶道
の普及に邁進され、会の運営・
後進の指導・育成に努められる
とともに、県内外の献茶、各種
茶会、平成15年の全国大会山
口大会（岩国市）に於いても重
責を担われるなど、岩国市の文
化の振興・発展に大きく貢献さ
れました。

茶道／武者小路千家山口官休会
　　　岩国支部

三才流盤景岩国錦晃会

岩国市文化協会文化功労賞（団体）

岩国市文化協会久能賞受賞者岩国市文化協会文化功労賞受賞者
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